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（百万円未満切捨て） 

 

成23年３月期 第１四半期の個別業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

 個別経営成績 
（％表示は対前年同四半期増減率） 

 
経常収益 経常利益 四半期純利益 

 

平

 

１

 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期   27 △23   6 △21  6 137,879 .7 2,253 .2 5,290 .6

22年３月期第１四半期   364,243 △20.7   78,980 331.2  57,491 478.6

 

 

２ 個別財政状態 

 

 
総資産 純資産 

自己資本比率 

 (注1) 

 百万円 百万円 ％

23年３月期第１四半期 70,5 3,942,119 86,792 5.7

22年３月期 68,470,391 3,931,677 5.7

（参考）自己資本     23年３月第１ 86,792 百万円 月期 3,931,677 百万円

 

 

 その他（詳細は，Ｐ．２「定性的情報・財務諸表等」２「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）簡便な会計処理および特有の会計処理の適用 ：有 

計処理の適用の有無となります。 

（２）会計処理の原則・手続，表示方法等の変更 

（ る重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成にかかる

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

ります。この開示時点において，当第１四半期より任意に

実

 

四半期 3,9   22年３  
（注1） 「自己資本比率」は，期末純資産の部合計を期末資産の部合計で除して算出しております。 

（注2） 「単体自己資本比率（国際統一基準）」は，平成22年８月下旬に別途開示する予定であります。

３

 （注）簡便な会計処理および四半期財務諸表の作成に特有の会

① 会計基準等の改正に伴う変更  ：無 

② ①以外の変更                ：無 

注） 「四半期財務諸表作成のための基本とな

会計処理の原則・手続，表示方法等の変更の有無となります。 

この四半期決算概況は金庫単体での開示であ

施している四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 
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定性的情報・財務諸表等 

 当四半期の業績等に関する定性的情報 

 

１

（１）経営成績に関する定性的情報 

損益につきましては，欧州財政問題を端緒とする金融市場への悪影響などが見られる中，資金収支を着

実

計上となりました。 

で

常利益は前年同期比167億円減少の622億円，四半期純利益は前年同期比77億円増加

の

 

２）財政状態に関する定性的情報 

庫単体の総資産は，前年度末に比べて２兆717億円増加の70兆5,421億

円

557億円，

有

 

 その他の情報 

および四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

定方法 

定資産については，年度にかかる減価償却費の額を期間按分する方法

に

② 貸倒引当金の計上方法 

」にかかる債権等および「破綻懸念先」で個別の予想損失額を引き当てて

い

③ 税金費用の計算 

しては，年度決算と同様の方法により計算しておりますが，納付税額の算出にか

か

④ 繰 税金資産の回収可能性の判断 

きましては，一時差異の発生状況について前年度末から大幅

な

 

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理） 

  

２）四半期財務諸表作成にかかる会計処理の原則・手続，表示方法等の変更 

 

に確保した結果，資金利益は，前年同期比411億円増加の381億円となりました。 

与信関連費用では，引当対象資産の減少による引当金の戻入により，185億円の収益

有価証券関連損益は，前年同期比 565 億円減少の 313 億円の有価証券売却益等（純額）を計上した一方

，有価証券の価格下落等による償却・引当金は，前年同期比20億円増加の293億円の費用を計上するこ

ととなりました。 

以上の結果，経

652億円となりました。また，業務純益は284億円となりました。 

（

当第１四半期末の農林中央金

となりました。純資産の部は，前年度末比551億円増加の３兆9,867億円となりました。 

主要な勘定残高につきましては，資産の部では貸出金が前年度末比3,823億円減少の12兆6,

価証券が前年度末比１兆6,526億円増加の45兆6,663億円となりました。負債の部では預金が前年度

末比1,752億円増加の39兆2,840億円となり，農林債が前年度末比127億円減少の５兆5,989億円とな

りました。 

２

（１）簡便な会計処理

（簡便な会計処理） 

① 減価償却費の算

定率法を採用している有形固

より算定しております。 

 

「破綻先」，「実質破綻先

る債権等以外の債権に対する貸倒引当金につきましては，平成22年３月期の予想損失率を適用し

て計上しております。 

 

法人税等につきま

る加減算項目および税額控除項目は，重要性の高い項目に限定して適用しております。 

 

延

繰延税金資産の回収可能性の判断につ

変動がないと認められるため，同年度末の検討において使用した将来の業績予測およびタックス・

プランニングの結果を適用しております。 

  該当事項はありません。 

 

（

該当事項はありません。 



(単位：百万円)

科目 

(資産の部）

貸出金 12,655,736 13,038,081

外国為替 57,509 12,925

有価証券 45,666,367 44,013,720

金銭の信託 6,674,962 6,555,624

特定取引資産 17,049 13,054

買入金銭債権 445,394 490,182

コールローン 1,020,128 1,336,137

債券貸借取引支払保証金 1,568,924 -                 

現金預け金 1,125,135 2,180,393

その他資産 852,705 381,057

有形固定資産 139,439 141,131

無形固定資産 53,052 53,191

繰延税金資産 206,767 202,355

支払承諾見返 340,808 354,512

貸倒引当金 △ 275,663 △ 295,778

投資損失引当金 △ 6,199 △ 6,199

資産の部合計 70,542,119 68,470,391

(負債の部）

預金 39,284,019 39,108,744

譲渡性預金 603,529 702,799

農林債 5,598,980 5,611,743

特定取引負債 14,528 12,576

借用金 1,897,772 2,284,402

コールマネー 768,569 948,151

売現先勘定 8,696,148 9,667,031

債券貸借取引受入担保金 78,158 98,543

外国為替 0 1

受託金 6,358,902 4,277,171

その他負債 2,892,055 1,449,309

賞与引当金 1,789 3,621

退職給付引当金 1,008 899

役員退職慰労引当金 620 764

再評価に係る繰延税金負債 18,434 18,439
支払承諾 340,808 354,512
負債の部合計 66,555,327 64,538,714

(純資産の部）

資本金 3,425,909 3,425,909
資本剰余金 25,020 25,020
利益剰余金 883,801 818,500
会員勘定合計 4,334,731 4,269,430
その他有価証券評価差額金 △ 414,747 △ 406,661
繰延ヘッジ損益 34,850 36,940
土地再評価差額金 31,957 31,968
評価・換算差額等合計 △ 347,939 △ 337,752
純資産の部合計 3,986,792 3,931,677
負債及び純資産の部合計 70,542,119 68,470,391

前年度末にかかる
要約貸借対照表
（平成22年３月31日）

当第１四半期末
（平成22年６月30日）

３　四 半 期 財 務 諸 表

   （１） 四 半 期 貸 借 対 照 表

  3



         第 １ 四 半 期 累 計 期 間

(単位：百万円)

364,243 277,879

169,030 164,341

（うち貸出金利息） 26,522 22,289

（うち有価証券利息配当金） 134,752 131,670

3,144 4,269

91 120

112,135 41,664

79,842 67,485

285,262 215,626

189,280 138,685

（うち預金利息） 42,243 15,933

3,399 2,782

507 7

43,060 26,552

30,726 26,434

18,288 21,163

78,980 62,253

444 19,141

837 178

税引前四半期純利益 78,587 81,217

21 16,329

21,073 △ 402

法人税等合計 21,095 15,926

四半期純利益 57,491 65,290

前第１四半期累計期間
        (自 平成21年４月 １日
         至 平成21年６月30日）

当第１四半期累計期間
        (自 平成22年４月 １日
         至 平成22年６月30日）

その他業務費用

特別損失

法人税,住民税及び事業税

法人税等調整額

事業管理費

その他経常費用

経常利益

特別利益

経常費用

資金調達費用

役務取引等費用

特定取引費用

役務取引等収益

特定取引収益

その他業務収益

その他経常収益

　  （２）　四 半 期 損 益 計 算 書

経常収益

資金運用収益
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